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決算第16号 

 

 

令和２年度神戸市自動車事業会計決算 

 

 

上記決算について、地方公営企業法第 3 0条第 4項の規定に 

より認定に付します。            （監査委員意見書別紙添付） 

 

 

令和３年８月3 1日提出 

 

 

神 戸 市 長 

久 元 喜 造 
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１ 令和２年度神戸市自動車事業報告書 

１ 概       況 

（1）総 括 事 項 

本市自動車事業は、昭和５年９月の事業開始以来、市民の日常生活や経済活動に必要不可欠な

生活基盤としての役割を担い、その整備・充実に努めてきた。しかしながら、少子高齢化の進展、

人口減少傾向の継続、施設の老朽化などに加え、地震や集中豪雨等の大規模災害の頻発、新たな

感染症の拡大、ＩＣＴ等の技術革新の進展など、公共交通を取り巻く環境が大きく変化しており、

その中においても、市民に必要とされる公共交通であり続けるために「市民の足」としての役割

を積極的に果たすなど、神戸のひとの暮らしとまちの発展を支えていくことが求められている。  

そのため、これまでも公営交通としての役割と企業としての経済性の両立を果たすべく、厳し

い経営環境、財政状況の中にありながらも、安全性の強化や利便性・快適性の向上を図るほか、

乗客増対策や附帯事業の収入増対策などの収益力の強化や人件費の抑制・物件費の縮減等の経営

の効率化に取り組んできた。 

 令和２年度は、平成28年３月に策定した「神戸市営交通事業 経営計画２０２０」の最終年度

であり、施策の実現に全力で取り組み、また、徹底した経営改善を推し進め、安全で信頼できる

サービスの提供とこれを支えるしっかりとした経営基盤の確立に取り組んだが、新型コロナウイ

ルス感染症拡大に伴う外出自粛の影響が大きく、更に厳しい経営環境、財政状況となった。また、

令和３年度からの今後５年間について、「市民の足」を持続的に提供していくため、公営交通を

将来にわたり安定的に運営していけるよう、今後の事業環境や課題を踏まえた経営の方針や事業

戦略、財政計画を定めた「神戸市営交通事業 経営計画２０２５（計画期間：令和３年度～令和

７年度）」を策定した。 

今後も、安定的な経営基盤を確立するとともに、職員一人ひとりがチャレンジ精神を持って、

デジタル技術の活用など、未来に向けて新たに挑戦していくことで、神戸の市民生活やまちの発

展に貢献していく。 

 

 

ア  運 輸 成 績 

令和２年度の乗車人員は5,070万人(１日平均14万人)、乗車料収入は77億3,111万円（１日平

均2,118万円）となった。 

 

イ  主 要 事 業 

令和２年度は、平成31年４月21日に発生した市バス重大事故を受けて、外部講師による研修

の充実、健康管理体制の強化、４月21日を忘れない取り組みを実施するとともに市バス車両へ

の衝突警報装置を設置し、ソフト面、ハード面で再発防止にむけた取り組みを行った。 

一方で、高齢化が進展する中でも、安心してより快適に市バスをご利用していただけるよう、

バス停におけるベンチ・屋根の設置を進めるとともに、厳しい財政状況の中、民間バス事業者

等と協働を進めることで、市バスの運行経費を削減しつつ、出来る限りバス路線の維持・充実

を図り、「市民の足」の確保に努めた。また、人口減少・高齢化社会に対応した持続可能な交

通体系の実現として、市バスＩＣカード２タッチ化や乗車ポイントシステムの構築等を行った。 
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ウ  経 理 状 況 

収益的収入は新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出自粛の影響により、乗車料収入が大

幅に落ち込んだため、87億5,534万円となり、令和元年度に比べ17億2,314万円（16.4％）の減

少となった。一方、支出の総額は104億6,144万円となり、令和元年度に比べて1億2,448万円

（1.2％）の減少となった。 

この結果、当年度純損失は17億610万円となり、当年度の累積欠損金は14億4,982万円となっ

た。 

 

 (2) 議会議決事項 

議 案 番 号 件 名 提 出 年 月 日 議 決 年 月 日 

― 令和元年度決算に基づく健全化判断比率等の報告について 

令 和   年   月   日 

２. ９.  1 8 

令 和   年   月   日 

― 

決 算 第 1 7 号 令和元年度神戸市自動車事業会計決算 ２.  ９.  1 8 ２. 1 0 .  2 7 

予 算 第 4 3 号 令和２年度神戸市自動車事業会計補正予算 ３.  ２.  1 8  ３.  ２.  2 5 

予 算 第 1 6 号 令和３年度神戸市自動車事業会計予算 ３.  ２.  1 8  ３.  ３.  2 6 

 

 (3) 行政官庁許認可事項 

申 請 

年月日 
申 請 先 件 名 許 認 可 

年 月 日 

令和 年月日 

２.２.28 
近畿運輸局長 

一般乗合旅客自動車運送事業 事業計画変更（路線延長）認可申請 

（62・111 系統） 

令 和  年 月 日 

２ . ５ . 2 5 

２.２.28 近畿運輸局長 
一般乗合旅客自動車運送事業 運賃上限設定認可申請 

（62・111 系統） 
２ . ５ . 2 5 

２.６.29 近畿運輸局長 
一般乗合旅客自動車運送事業 事業計画変更（路線延長）認可申請 

（15 系統） 
２ . ８ . 2 1 

２.６.29 近畿運輸局長 
一般乗合旅客自動車運送事業 運賃上限設定認可申請 

（15 系統） 
２ . ８ . 2 1 

２.６.29 近畿運輸局長 
一般乗合旅客自動車運送事業 管理の受委託許可申請 

（落合営業所） 
２ . ８ . 2 1 

２.７.30 
神 戸 運 輸 

監 理 部 長 

一般乗合旅客自動車運送事業 事業計画変更（営業所設置）認可申請 

（清水が丘営業所） 
２ . 1 0 . １ 

２.７.30 近畿運輸局長 
一般乗合旅客自動車運送事業 管理の受委託許可申請 

（清水が丘営業所） 
２ . 1 0 . １ 

２.10.９ 
神 戸 運 輸 

監 理 部 長 

一般乗合旅客自動車運送事業 事業計画変更（車庫の収容能力）認可申請 

（中央南営業所） 
２ . 1 0 . 2 3 

３.１.22 
神 戸 運 輸 

監 理 部 長 

一般乗合旅客自動車運送事業 事業計画変更（車庫の収容能力）認可申請 

（清水が丘営業所） 
３ . １ . 2 8 

３.１.25 近畿運輸局長 
一般乗合旅客自動車運送事業 事業計画変更（路線延長）認可申請 

（29 系統） 
３ . ３ . 1 9 

３.１.25 近畿運輸局長 
一般乗合旅客自動車運送事業 運賃上限設定認可申請 

（29 系統） 
３ . ３ . 1 9 
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申 請 

年月日 
申 請 先 件 名 許 認 可 

年 月 日 

３.１.28 近畿運輸局長 
一般乗合旅客自動車運送事業 管理の受委託許可申請 

（清水が丘営業所） 
３ . ３ . 2 4 

３.１.28 
神 戸 運 輸 

監 理 部 長 

一般乗合旅客自動車運送事業 事業計画変更（車庫の収容能力）認可申請 

（清水が丘営業所） 
３ . ３ . ８ 

３.１.29 
神 戸 運 輸 

監 理 部 長 

一般乗合旅客自動車運送事業 事業計画変更（車庫の収容能力）認可申請 

（中央南営業所） 
３ . ３ . ８ 

３．２．26 近畿運輸局長 一般乗合旅客自動車運送事業 運送約款変更認可申請 ３ . ３ . 3 0 

 

 (4) 職員に関する事項 

  令和３年３月末日の現在員は376人で、明細は次のとおりである。 

職 種 名 人 員 

 

事 務 
人 

79 
 

土 木 
 

0 
 

機 械 
 

19 
 

電 気 
 

3 
 

技 士 
 

16 
 

乗 合 自 動 車 運 転 士 
  

259 
 

合 計 
 

376 

(損益勘定所属職員376人) 
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２ 工       事 

(1) 建設工事の概況 

工 事 名 着 工 年 月 日 
竣工または購入

（予定）年月日 本 年 度 執 行 額 備 考 

 平 成   年   月   日 令 和   年   月   日 円  

松原営業所建替工事 2 9 . 1 2 . 2 6 ３ . ７ . 3 1 380,983,100  

市バス料金収受システムの購入 
令 和         日 

元 . 1 1 . 1 2
 

３ . ３ . 3 1 1,117,193,550  

 

バス車両更新＜路線車13両＞ 

（大型ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽ10両・小型ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽ3両） 

２ . ４ . １ ２ . 1 2 . ３ 

 

 

312,219,050 

 

 

市バス・山陽共通乗車ポイントシステムの構築 ２ . ８ . 2 7 ３ . ３ . 3 1 29,975,000 
 

 

バス停留所テント建設工事 ２ . ９ . 3 0 ３ . ３ . 3 1 2,733,500 
 

 

 

(2) 改良工事の概況 

工 事 名 着 工 年 月 日 竣 工 年 月 日 本 年 度 執 行 額 備 考 

 令 和   年   月   日 令 和   年   月   日 円  

収入統計システム改良工事 ２ .７ . 1 8 ３ . ２ . ４ 4,488,000 
 

 
 
(3) 保存工事の概況 

工 事 名 着 工 年 月 日 竣 工 年 月 日 本年度執行額 備 考 

 令 和   年   月   日 令 和   年   月   日 円  

バス車両修理 ２ . ４ . １ ３ . ３ . 3 1 594,050,592 
 

各営業所建物・諸構築物修理 〃 〃 17,318,475 
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